
  〈中学部〉 

    ＜学部研究テーマ＞ 

       十人十色の主体性を引き出す授業づくり 

～１単元４回以上の授業実践における PDCAサイクルの充実をとおして～ 

 

    ア テーマ設定の理由 

（１）中学部運営計画にかかる重点項目の合同授業における PDCA サイクルによる授業改

善をより充実させるため。 

（２）生徒一人ひとりが自分の持っている力を発揮して満足感や充実感のある授業づくりを

目指すにあたり、授業作りのイメージや具体的な目標設定を教科担当者全員が共有で

きるようにするため。 

（３）単元あたりの回数を数値化することで、年間指導計画をより具体的かつ系統的、発展

的に立案できるようにするため。 

（４） 毎授業後に ACTIONシートを記入し、それを活用して授業改善につなげていくために

は、１単元あたりの授業回数を確保する必要性が明確になったため。 

 

    イ 研究計画 

月 内     容 

４月 第 1回全校研究会 ACTIONシートを活用した授業実践 

５月 ２年次の方針確認、ACTIONシートの様式検討 

６月 ACTIONシートの「目標」「評価」について検討 

７月  

８月  

９月  

10月  

11月 学部研究授業（体育）・授業研究会 

12月  

１月 ２年次のまとめ 

２月 第２回全校研究会 

３月 次年度の音楽・体育の年間指導計画の立案 

 

     ウ 実践内容 

1 年次から継続し、全体授業の音楽と体育で授業実践を行った。それぞれ昨年度末に立

案した年間指導計画に沿って、1 単元 4 回以上の授業実践を継続した。1 単元を 1 サイク

ルとした PDCAサイクルを行い、主体性を引き出す授業づくりに向けた授業改善を図った。

その中で ACTION シートを活用し、主体性を表す姿（中学部では「自分から、自分で」の

姿）を中心とした授業での様子や一人一人の目標とその評価などを記録し、授業ごとに Do

と Checkを繰り返した。記録後は、情報を共有したり、次時の授業や単元の改善に活用し

たりできるように、担当者間で回覧し、内容の確認を行った。 

 

     【開かれた授業研究会】体育 単元名「必殺シュートでゴールを決めよう」（フットサル） 

体育の授業を対象に開かれた授業研究会を行った。当日は、全 6回のうちの 4回目の授

業で、生徒は見通しをもち自分から行動したり、できるようになった嬉しさを感じたりし

ていた。教師側においても、1回目の授業で実態把握、2回目以降から ACTIONシートの記



 

録を活用し、一人一人に合った目標や支援内容を検討、実施することができた。 

授業研究会では、「生徒が『一人でできた』という実感がもてる程よい支援だった」、「繰

り返しの取り組みが生徒の自信や見通しに繋がっている」等の意見が出された。また、

ACTIONシートの活用については、「記録を書きためることで教師も振り返りができる」、「Do

と Check が多く授業改善に活かされ

ている」、「職員の負担が多い」など

の意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

     エ 成果と課題 

（ア）成果 

・1単元 4回以上の授業実践は、教師、生徒、共に有効である。 

授業の回数を重ねることで、できるようになる嬉しさを感じたり、徐々に自信がつ

いたり、自分で判断し行動しようとする様子が見られたりした。また、教師側は、1回

目は生徒の実態把握、2 回目以降は支援の工夫や授業改善をする時間が確保でき、授

業改善に繋がった。 

        ・ACTIONシートの記録が活用され、授業改善を図ることができた。 

         毎授業後に一人一人の目標の評価、授業の様子を記録することで、職員の振り返り

になり、実態の変化に気付くことができた。また、職員間で生徒の様子や授業全体を

とおした職員の気付きが共有でき、授業改善を図る際の手段として役立つことが分か

った。 

      （イ）課題 

・4回以上の授業実践を図る工夫をする。 

昨年度、学部行事を整理し、年度末に次年度の年間指導計画を立案したことで、音

楽も体育も 1年次よりは１単元あたりの授業時数を確保することができたが、体育に

おいては学習指導要領に示された内容すべてに取り組むと、全単元で 4回以上の授業

を確保することは難しかった。授業時数を確保するため他授業を調整したり、生徒の

実態に合わせ、行う単元を精選したりするなどの工夫が必要である。 

・より取り組みやすい PDCAサイクルの検討・工夫をする。 

         授業改善に向けて有効に活用できる ACTION シートの工夫やこれまでの実践が今後

の指標となるように目標と主体性を表すキーワードのリストを活用できるようにす

る。 

 

     オ 次年度に向けて 

       3年次も合同授業である音楽と体育で継続して授業実践を行い、その際、ACTIONシート

を活用し、主体性を引き出す授業づくりに向けて授業改善を図る。また、2 年次で出てき

た課題点を踏まえ、3年次では ACTIONシートの改善、目標のリストや主体性を表すキーワ

ードのリストの作成、活用を行っていく。十人十色の主体性を引き出す授業づくりに向け、

さらに取り組みやすく、効果的な方法を模索していく。 

 


